大阪大学人間科学部紀要 第22巻 裏表紙 by unknown
Title 大阪大学人間科学部紀要 第22巻 裏表紙
Author(s)
Citation 大阪大学人間科学部紀要. 22
Issue Date 1996-03
Text Version publisher
URL http://hdl.handle.net/11094/21887
DOI
rights
Note
Osaka University Knowledge Archive : OUKA
https://ir.library.osaka-u.ac.jp/repo/ouka/all/
Osaka University
◇執筆者紹介
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
人間科学部 教授(行 動学講座)
〃 講師(行 動学講座)
〃 大学院生(行 動学講座)
〃 助手(産 業行動学講座)
〃 助手(産 業行動学講座)
〃 助手 ・(社 会心理学講座)
〃 教務職員(社 会心理学講座)
〃 教授(行 動工学講座)
〃 助手(行 動工学講座)
ART人 間情報通信研究所 研究員
人間科学部
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
教授
講師
助手
助手
大学院生
教授
助手
大学院生
助手
教授
助教授
助教授
助教授
教授
助手
助手
教授
助教授
助手
(行動生理学講座)
(行動生理学講座)
(行動生理学講座)
(行動生理学講座)
(行動生理学講座)
(臨床老年行動学講座)
(臨床老年行動学講座)
(臨床老年行動学講座
(理論社会学・社会学説史講座)
(人間学講座)
(人間科学基礎論講座)
(社会系講座外)
(人間形成論講座)
(教育技術学講座)
(教育心理学講座)
(教育心理学講座)
(教育制度学講座)
(教育計画論講座)
(教育計画論誇座)
編集後記
人間科学部紀要第22巻 をお届けいた します。
ご覧のように、本巻には例年になく多数のスタッフにご執筆いただき、充実 し
たものを刊行することができました。
本学部でも大学院の重点化を目指 し、この新年度から、まず、従来の1学 科2
9講座が一学科7大 講座に改組され、人間科学分野における教育研究の一層の拡
充 と発展にむけての取 り組みが始まることになりました。本紀要が、本学部にお
ける教育研究の実績 と展望を示唆する場 としての位置 と役割がますます期待され
ることにな りま しよう。
本紀要は、学部創設第3年 目(1975年)に刊行を開始 し、以来、20年 余にわ
た り、人間科学の新たな構築を期 して創造的かつ意欲的に展開された研究への取
り組みの成果を公表する役割を果たしてきました。 この間の全掲載論文の題名及
び執筆者名一覧を、前巻に引き続 き本巻でも末尾に付 し、その足跡をふ りかえる
ことにいた しま した。
今年度末をもちまして、定年ご退官の難波教授、他大学に配置替えの青木、井
上両教授が本学部を去られます。長年にわたり本学の教育研究にご尽力 ください
ま して有 り難うございま した。ご健康 とますますのご活躍を祈 ります。
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